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提出署名数１３万１３０１筆、紹介議員１０７人、292 意見書 
集会は、27 日 12 時から衆議院第

1 議員会館大会議室にて開催。会場に

は全国から 140 人が、ZOOM100

人が参加しました。 

☆国会議員挨拶、署名提出 

国会開催中にもかかわらず、9 人の

議員が参加し激励の挨拶。また、メッ

セージは、10 人の議員から寄せられ

ました。署名を手渡し（左）記念撮影、

その他、千葉、長野の参加者も、地元

選出議員に手渡し、記念撮影。 

☆連帯の挨拶を、障害者の立場から、21 世紀・老人福祉の向上をめざす施

設連絡会から、訪問介護の立場から。参加者に共感と連帯感を与えてくれまし

た。  
☆☆障害者の立場から 三浦さん、「付き添ってくれるヘルパーが見つかり

にくくなり、外出しにくくなった。グループホームといえど、生活に必要な物の

買い物が必要。友達との交流もしたい。1 ヶ月前に依頼しても見つかりにくい。

ヘルパーの人数も減っている。学生アルバイトも減っていて見つかりません。

通院とリハビリの最低限しかヘルパーが頼めない。介護職の低賃金が原因だ

と思う。グループホームは 2 年の期限付き入居で、その後は一人暮らしをしな

いといけない。365 日ヘルパーが必要なのに、見つからなければ生活が成り

立たない。とても不安。報酬の大幅な引き上げをしてほしい」。  

☆☆21 老福連 井上さんは、「施設長も月 4 回、5 回と夜勤に入らないと現場が回らない。相談員

やケアマネも現場に入らないと人が足らず、新規の方の面接に行けない。基本報酬の引き上げは次の

改定まで待てない。今すぐに必要。ヘルパー不足で、6 割が受け入れを抑制している。新規の依頼があ

っても行くヘルパーがおらず、泣く泣く断っている。介護職の処遇改善は、利用者負担に響かない、全

額国庫負担でまかなうべき」と発言。    

 ☆☆ヘルパー 吉田さんより、「ヘルパーの平均賃金は、全産業平均より 7 万円低く、募集しても

来ません。政府はテクノロジー活用や外国人労働者の雇用と言うが抜本的な解決にはならない。全国

で死に場所難民が出る。高齢者の方は、私たちヘルパーの訪問を楽しみに待っています。国会議員の

先生方、自転車をこいで、私たちと 1 日同行訪問してほしい。炎天下の移動、蒸し風呂状態の入浴介助

はヘルパー夏の陣です。高齢者が、生きていてすみませんと謝る社会ではいけない。私たちヘルパー

にも生活がある、家族がある、使命感だけで働くには限度がある」 

等、参加者に共感を広げ、あらたな連帯を強めることができました。 

☆介護保障の学習会 全日本民医連林事務局次長から情勢の学習を受けました。「介護保険をめぐる情

勢と制度改善の課題」について 30 分のみに学習ですが、中身の濃い内容をわかりやすく学ぶことができ

ました。（別途学習資料参照）  
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☆5.27 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名提出集会 行動提起 

１．「介護の危機突破」へ職場と地域で介護改善大運動をすすめよう 

① 訪問介護の基本報酬引き下げ撤回、低すぎる介護報酬の期中改定を求めて、引き続き自治体

に国への意見書採択運動を呼びかけます。 

② 国に対する運動とともに、自治体に対しては訪問介護や介護処遇改善などの独自支援策を要求

していくことを呼びかけます。 

③ 「介護保険制度の改革提言パンフレット」を活用し、全国各地で介護保険の改善に向けた学習運

動を呼びかけます。 

２．第 217 回通常国会（1/24～6/22）最終盤のたたかい 

① 本日、介護署名を提出し、この通常国会で請願採択をめざします。 

② 野党提出の介護 2 法案（訪問介護緊急支援法案・介護障害福祉従事者処遇改善法案）の成立

を迫ります。 

３．参議院選挙に向けたたたかい 

① 参議院選挙は７/3 公示・7/20 投票予定です。介護現場の実態・窮状をリアルや SNS で可視化

し、介護の抜本改善を参議院選挙の争点に押し上げましょう。 

② 焦点は２つ ➀国庫負担割合の引き上げ ②介護従事者の処遇改善（全額公費）介護署名の請

願項目に賛同する政党・候補者への投票行動を呼びかけます。 

③ 介護保険制度の政党アンケートに取組みます。結果はホームページ等に公表しますので、職場

や地域に知らせましょう。 

４．秋の臨時国会、年末に向けたたたかい 

① 年末までに介護 3 大改悪（利用料 2 割負担の対象拡大・ケアプラン有料化・要介護１・２保険外

し）を許さない構えを広げましょう。 

② 新介護署名は参院選後に取り組めるよう準備し、臨時国会での署名提出を目指します。（新介

護署名オンライン決起集会を 9 月 1 日（月）18 時～予定） 

③ 全国で介護保険大改悪を許さない大規模宣伝に取り組むとともに、各地で介護改善運動の共同

を広げることを呼びかけます。 

④ 厚生労働省や介護保険部会など審議会に向けて、介護現場や利用者の声を届ける具体的な取

り組みを検討します。以上 

愛知から６名が参加。集会終了後、地元

国会議員２７人へ紹介議員要請を行ない

ました。国会開催中で有、秘書の対応にな

りましたが、「介護保険制度の抜本改善提

言」パンフを紹介しながら、「介護の改善に

尽力されたい」と訴えました。          ↑ 集会学習資料から パンフの紹介１冊５０円社保協へ申し込みを 

さらに、全労連介護ヘルパーネットの厚労省記者クラブでの記者会見に医労連の代表２名が参加。ま

た、同日いのちのとりで生活保護裁判最高裁弁論があり，激励行動や傍聴、平衡して開催された参議院

会館内での集会に３名が参加しました。 
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